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残業時の食事代

Q:当社は月に何日か残業となることがあ

るので、このときに社員に弁当屋から購入し

食事を支給しています。このような残業食事

代は給与課税されますか。現金で支給すると

どうなりますか。

-A.:会社は社員に給与の支給をするにあた

り源泉徴収を行ないます。源泉徴収の対象と

なる給与は金銭で支払うのが一般的ですが、

金銭以外の物で支払ったり、経済的な利益を

与えたりする行為も含まれることになってい

ます。

しかし、会社が残業や宿日直をした人（そ

の人の通常の勤務時間外における勤務に限る）

に対し、これらの勤務にともない支給する食

事代は課税しなくてもよいことになっていま

す◎

時差出勤等によって通常の勤務時間が夜間

にずれたような勤務や、守衛などが本来の勤

務として行う宿直勤務について支給する食事

は現物給与として課税されますが、ご質問の

ような残業食事代については課税されません。

しかし、会社が残業や宿日直をした人に支

給する残業食事代であっても、現金で直接支

給した場合には、給料として源泉税が課税さ

れます。

ですから、残業食事代が課税されないため

には、食事そのものを支給しなくてはなりま

せん。


